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埼玉県環境ＳＤＧｓ取組宣言企業制度をご利用ください。 

 
 本制度では、環境分野のＳＤＧｓに取り組み、一定の要件を満たす企業・団体等の取組を発信し、支援します。 

 

・対象 
 埼玉県内に本社又は支社等を有し、県内において事業活動を行う企業、法人、団体、個人事業主 

・要件 

 １．環境分野のＳＤＧｓのゴールの達成に向けて取り組むことを宣言している 
 ２．環境分野のＳＤＧｓのゴールの達成に向けた取組を継続し、改善に努める 

 

・手続き 
 初めに、宣言書を御提出ください。 

 宣言後、県ホームページに一覧表に企業名、取組項目等を掲載します。 

 
 原則１年ごとに進捗状況を確認し、取組報告書を御提出ください。 

 報告後、報告いただいた取組内容、成果、ＰＲポイント等を掲載します。 

 ※取組項目・内容については、本ガイド２、３ページを御参照ください。 

 

・宣言企業のメリット 

 県ホームページ等で環境分野のＳＤＧｓの取組がＰＲできます。 
 先行事例の情報収集や企業等とのネットワークづくりができます。 

 取組のＰＲで企業イメージが向上し、 多様な人材確保につながります。 

 ビジネスの取引条件に対応できます。 
 社会課題への対応により自社の取組が深まります。 

 新たな事業機会の創出につながります。 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

企業・団体等のための 環境分野のＳＤＧｓ取組ガイド 
彩の国 

 

 

埼玉県 

埼玉県は、環境分野のＳＤＧｓに取り組む企業・団体等を応援します。 

取組宣言書は、取り組む項目に

５つまで丸を御記入ください。 

取組報告は、環境分野に関連さ

せて内容を５つまでにまとめて

御記載ください。 

他社の環境ＳＤＧｓの取組に貢

献する製品・サービス等につい

ては別途御記載ください。 

SDGsとは、環境、社会、経済のバランスの取れたよい世界を目指す、世界共通の持続可能な開発目標です。 

例えば、節電は7・13の目標に関連します 
コバトン 

誰一人取り残さないこと、世界の変革が基本理念です。日本、世界で取組が広がっています。 

【問合せ】環境政策課 企画調整・環境影響評価担当 TEL：048-830-3041 E-mail：a3010-11@pref.saitama.lg.jp 
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１ 基本項目（より取り組みやすいもの） 

取組内容（取組項目及び取組例） 

【廃棄物】 廃棄物の管理を適正に行い、適正な処理に取り組んでいる 

□廃棄物の種類、量など現状を把握し、適正に管理、排出している。 

□廃棄物の最終処分先を定期的に確認している。 

【３Ｒの推進】 リデュース、リユース、リサイクルに取り組んでいる 

□分別を徹底し、廃棄物の排出量を削減している。 

□食品ロスの削減等余った製品の有効活用、在庫管理の徹底や不良品の発生抑制等により、事業活動から出る廃棄物

を削減している。 

□ペーパーレス化、生産工程の見直し、包装材の簡素化等により、事業活動で使用する資源の量を見直している。 

□使い捨て製品の使用抑制や詰め替え可能な製品の使用、備品の修理等により、製品等を長く使用している。 

□環境ラベル認定品、再生紙等環境に配慮して作られた製品を優先的に購入している。 

□紙、金属くず、食品残さ等、リサイクル可能なものを、自社で又は他の業者に委託してリサイクルしている。 

【省エネ】 省エネルギー対策に取り組んでいる 

□不要な照明を消す等、照明や空調の使用方法の見直しに取り組んでいる 

□エコドライブの推進や公共交通や自転車の積極的な利用等、移動手段の見直しに取り組んでいる。 

□生産工程の時間の短縮等、生産設備の使用の効率化に取り組んでいる。 

□ＬＥＤ照明、高効率の空調設備やボイラ等、省エネ型の機器、設備への切り替えに取り組んでいる。 

□エネルギー使用状況の分析やその結果を踏まえた計画的な省エネ、使用量の掲示などの「見える化」に取り組んで

いる。 

【気候変動】 気候変動（温暖化）対策に取り組んでいる 

□地球温暖化対策計画制度等で温室効果ガス排出量を把握し、計画的な削減に取り組んでいる。 

□フロン類使用機器の点検、エアコンの更新・廃棄時におけるフロン類の確実な回収を実施している。 

□敷地内、壁面、屋上等の緑化を行っている。 

□日傘の使用、ウォームビズ等日常の工夫でできる暑さ寒さ対策に取り組んでいる。 

□災害時にも事業を継続するための計画の作成、準備に取り組んでいる。 

【化学物質等】 化学物質の削減対策等に取り組んでいる 

□法令等で規制されている化学物質を把握し、使用量の抑制及び適切な使用に取り組んでいる。 

□機器の燃焼管理や運転時間の工夫等、大気汚染、水質汚濁及び騒音・振動・悪臭の防止のための配慮を日常的に 

 行っている。 

□ばい煙や排水等の監視及び測定並びに公害防止設備の適正な管理を実施している。 

□大気汚染や水質汚濁の少ないプロセスや機器、騒音・振動・悪臭を防止する機器を採用している。 

□石綿使用建材の利用状況を把握し、飛散防止に取り組んでいる。 

【生物多様性】 生物多様性や生態系に配慮している 

□事業所周辺の環境や生き物の保全活動等を通じ、事業活動を行う地域環境に配慮している。 

□環境に配慮した原材料、製品、サービスの提供を通じ、生物多様性の保全に配慮している。 
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２ チャレンジ項目（さらに一歩進める） 

取組内容（取組項目及び取組例） 

【水の管理】 水資源の利用状況の管理や利用効率の改善に取り組んでいる 

□自社の水源を含む水の利用状況を把握し、水使用量の削減（節水型の機器・設備の導入、循環利用、雨水活用、使

用量掲示などの「見える化」）に取り組んでいる。 

【再生エネなどの利用】再生可能エネルギーなどの利用に取り組んでいる 

□再生可能エネルギー発電設備、コージェネレーションの導入など自社で生み出したエネルギー（電気、熱）を使用している。 

□再生可能エネルギーで発電した電力メニューの契約等再生可能エネルギーで作った電気を利用している。 

【天然資源の持続的利用】 

□原材料の原産地を把握している。 

□原材料について、環境に配慮されたもの（認証製品など）を優先的に調達している。 

【環境マネジメントシステム】 

□ISO14001、エコアクション21、埼玉県エコアップ認証等を取得している。 

□自社で確立した環境マネジメントシステムに取り組んでいる。 

【環境情報開示】環境に関する情報を開示している 

□地域住民等へ環境分野の情報提供や意見交換会（環境コミュニケーション）を行い、周辺住民の理解に努めている。 

□ウェブ上での環境情報の公開、環境報告書の発行等により、自社の環境に関する情報を広く発信している。 

【人材育成・環境学習】 社内の人材育成や環境学習等を行っている 

□環境に関する社内外の研修参加、エコライフＤＡＹ実施の呼び掛け等、従業員への教育や啓発を行っている。 

□地域の学習会への講師派遣等、学校教育や地域の生涯学習に協力している。 

【社会貢献活動】 社会貢献活動に取り組んでいる 

□環境保全を目的にした基金への寄附、ＮＰＯ団体等への支援を行っている。 

□地域の清掃活動等、地域の環境を守る活動を行っている。 

□従業員が環境保全活動に参加しやすくするための具体的な支援を行っている。 

【環境配慮製品】 

□製品の生産、消費、廃棄までの各段階で、環境負荷を評価し、製品を開発、設計している。 

【環境課題解決の製品・サービス】 

□マイボトル持参等環境に配慮した顧客へのポイント付与等、環境課題を解決する製品・サービスの開発・展開を進

めている。 

【他社の取組に貢献する製品等】 

□エネルギー消費効率の高い製品・設備やリサイクル率の高い資材の提供、環境に配慮した建築工事や土木工事等、

他事業者がそれを利用することで、環境分野のＳＤＧｓの取組を進めることができる環境に配慮した製品・サービ

ス・施工技術等を提供している。 

天然資源の持続的利用に配慮した調達に取

り組んでいる 

環境マネジメントに取り組 

んでいる 

環境に配慮した製品の開発・設計を進めている 

環境課題を解決する製品・ 

サービスの開発・展開を進めている 

他社の環境分野の取組に貢献する 
製品・サービス等を提供している 


